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は じ め に

1966年12月に東南アジア研究センターを訪

問した マラヤ 大 学 経済経営学 部長, U.A.

Aziz教授は,当時 センターで 計画されつつ

あったマラヤにおける稲作農村総合調査に精

極的な関心を示 したOセンターでは同 日12日

に関係者を集めて同教授を囲む会合を1JLらき,

双方の問で下記の事項について非公式o)了解

がえられた｡

(1) センターの調査計画は,マラヤにおけ

る三つの稲作農村の communitystudyを申

心とした社会,自然科学の総合調査である｡

(2) 調査地はマラヤ大学関係者と相談のう

えで決定する｡

(3) マラヤ大学との共同の具体的なあり方

については,1968年にマラヤ大学で会合を聞

き,双方の代表者間で検討する｡

(4) 調査 期間中,マ ラ ヤ 大 学 に Iiaison

omceをおく｡

(5) マラヤ大 学側 と して は,seniorstu-

dentsを現地調査に部分的に参加させ,その

指導をセンター側の調査員に委託することを

希望する｡学生の調査参加に必要な経書引まマ

ラヤ大Ili-'側 で負担するo

センタ一周係者とマラヤ大学経済経′廿学部

闇係者cJj会合は,いちおう, An informal

MeetingoftheIntegrated Research Pro-

jectonRiceGrowingCommunitiesinMa-

laya,JointlySponsoredbytheFacultyof

EconomicsandAdministration,UniversiU'

ofMalayaandtheCenterforSoutheast

AsianStudies,KyotoUniversity と名付け

られ,本計画の リーダー 川口桂三郎 教授 と

Aziz教授との 問で,何回か書簡の 往復があ

った後,1968年 5月 6日から, 9酎音訓こわた

って,準備調査を兼ねてクアラJレンプ-ルで

行なわれることになった｡

参加者および日程

この会合-の参加者は下記のとおりである.

センタ-側 :

川口桂三郎 京都大学教授 (農学部)

本間 武 京都大学教授 (東南アジア研

究センター) 5月7日のみ参

加

日 羽 益 生 竜谷大学助教侵

坪 内 良 博 京都大学助手 (東南アジア研

究センター)

前 出 成 文 マラヤ大学客員講師

マラヤ大学側

U.A.Aziz 経済経営学部長,農業経済学

MokhzaniA.Rahim 講師,社会人類学

LeoFredericks 講師, 農 産物市場論およ

び農業組′合論

V.Selvaratnam 講‡′甘 社会人類学

RafidahAziz 大学院学生,農業経済学

会合ならコに fieldtripの日程は,5月4

≡_l 川口教授より一足先にクアラル ンプール

に到着した日羽,坪内.現地滞在申の前此

およびマラヤ大学 側の Mokhzani講師の閲

で､次のように決定した.

5月 6日(月) 調査計画に闇する貝体的な

協議｡マラヤ大学側 による昼食招待｡
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5月7日(火) Ministry of Agriculture

andCooperatives,日本大使館,FAMA(Fe-

deralAgriculturalMarketing Authority)

請問oAziz教授によるお茶の招待｡

5月8日(水) Selangor州 TanjongKa-

rang地区の開拓稲作農村見学｡

5月9日(木) Melaka州-の 丘eldtrip｡

5月10日(金) 休息(イスラム教の礼拝 目)0

5月11日(土) Kedah州調査予定地視察｡

5月12日(冒) Kedah州政府関係者訪問｡

5月13日(月) FLDA (FederalLandDe-

velopmentAuthority)による開拓農村 Ge-

dangsahの見学｡

5月14日(火) TheNationalOperations

Room 訪問o最終協議｡センタ-側による昼

食招待｡

京都において計画をたてた際は Fieldtrip

の目的地に,調査予定地である Kedah,Me-

1aka,Kelantanの各州を 含めて いたが,日

程の都合などで Kelantan州は割愛せざるを

えなくなった｡来年度同州で調査に従事する

予定の坪内だけが,同州出身のマラヤ大学卒

業生 NikMahmood氏とともに会議 終了後

同地におもむくことになった｡

以下,E]程の憶を追って,会合および Beld

tripの様子を記述する｡

マラヤ大学における協議

マラヤ大学側との協議は, 6日(月)午前 9

時30分から,経済経営学部において行なわれ

たO参加者は本間教授 (6日夜にクアラルン

プール到着)を除く上記全員である｡この会

議のためにセンター側から用意した書類は,

総合調査の方法と調査スケジュールのあらま

し,調査項目リス ト,調査に使用する質問票

の草案などである｡会議は終始きわめてなど

やかな雰囲気のうちに進められ,昼食時問を

除き,午後 5時まで行なわれた｡
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協議内容の大要は以下のごとくである｡

(1) センター側から総合調査の方法とスケ

ジュ～ ルについて説明した｡

(2) Communitystudyのための質問票を

詳細に検討し,意見の交換を行なった｡質問

票はもう一度検討した上で,最終的にはクア

ラルンプ-ルでマレー語に訳し,印刷するこ

とになった｡

(3) マラヤ大学学生の調査参加は,年度の

変わりめにあたる4-5月頃が望ましい｡参

加する学生の指導をセンター側の調査員に依

頼された｡

(4)Farm accounting の研究の ために,

マラヤ大学大学院学生を,日本で6カ月間訓

練し,調査に参加させる件について話し合い

を行ない,修士課程学生からの候補者選択を

マラヤ大学側にまかせた｡

(5) 現地で獲得した資料は,必要に応 じて

相互に交換する｡

(6) マラヤ大学との共同の総合調査計画の

名称については,稲作農村を ricegrowing

communitiesとせずに,padifarmingcom-

munities に変更してもらいたいという提案

があった｡マレー語では,padi(もみ米)と

beras(栄) とを厳密に 区別 しているからで

ある｡

(7) Invitationletterその他の事務的な手

続きを円滑に運ばせるために,14日の最終会

議の際に jointagreementを 作成し,双 方

の大学機関で正式な承認をえるようにしたい

という提案がマラヤ大学側からなされた｡

MinistryofAgricultureand

Cooperatives

7日(火)9時15分, LeoFredericks講師

および Ra丘dah 嬢 と と もに Ministry of

AgricultureandCooperativesを訪問した｡

第 1次5カ年計画で,非常に好意的な助力を

うけた Director ofAgriculture,Ahmad
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binJamil氏は出張中で,PlanningandRe-

searchBranchの SeniorAgricultureEco-

nomistの S.Selvadurai氏に会い,農村に

関する最近の調査の状況をきいた｡またわれ

われの調査について も説明し,今後の協力を

依斬 した｡同氏か ら寄贈された政府機関によ

る調査報告書のうちには,

(1)Farm EconomicSurveyoftheMuda

RiuerProject,1966.

(2)EconomicSure)eyofPadiProductions

inWestMalaysia,

RePortno.1-Selangor(Jam.1967)

ReZ)ortno.2-CollectivePadiCulti-

Z)ationinBachang,Matacca(May

1967)

RePortno.31Malacca(Oct.1967)

(3)A PreliminaryReportontheSurvey

ofCoconutSmallHoldingsinWest

Malaysla,1968.

などがあるoなお,その他の作才如こ関する新

しい統計質料 も作成されている｡

次に日本国大使館を訪れ,小島大作大使,

浅井満夫参事官に会い,調査計画が実動に移

る段階で,外務省を通 じて便宜供与を依頼す

る旨を伝えて,協力をお原射､したo

FAMA

同日午後 2時30分,Mokhzani講師cL)案内

で,FAMA の Deputy chairman,Abdul

AzizbinAssin氏を訪問し,その活動 内容

について説明をうけ,われわれの調査計画に

ついて も説明した｡

FAMA は, 1965年10月 1日に マ レー シア

連邦の政府機関として設立 され,Ministryof

Agric111tureandCooperativesの監督下にお

かれている｡ FAMA の主な役割は,総人H

の約60%を占める農民の貧困化の 予防 と生活

の計画と指導を行なうことである｡このため

に,FAMA は貝休的には 次U〕ことを 行なっ

ているO

(1) 農産物価格,需要,供拾,保存などに

闇する情報の収集と配布｡

(2) 農産物に適用される度量衡の標準化｡

(3) padiや riceの品質等級の標準化｡

(4) 農産物市場における中間業者の監督指

導 ｡

(5) 必要な調査の実施｡

(6) MarketingBoardsの設置｡

(7) 指導員の養成と農民教育｡

上述の目標に もとづいて, FAMA では,

padiと riceの市場に関する大規模な調査を

行なっているが,その調査に使用されている

質問票 (A RuralCreditSurveywithSpe-

cialReference to PadiProduces in the

MudaRiverlrrigation Project,1968 およ

び TheNationalPadiandRiceMarketing

Surveyに関するもの)を入手する ことがで

きた｡

なお,FAMA では, 1967年か ら Reuiew

ofAgriculturalEconomicsMalaysiaとい

う雑誌を発行している｡1)

1)67年12月に第2号が発行されているが,参考 U)
ために掲載論文題目を記しておこう｡

RajKrishna:TheRoleoftheGovern一
mentinAgriculturalMarketingReform.
G.R.Elliston:TheRoleoftheMiddleman

intheFishingIndustryofWestMalay-
sia.

KhatijahAhmad:ACommentonGovern一
mentPoliciesonPadiandRiceMarke-

ting.
ChyeKooiOnn:PepperMarketinginSa-
rawak.

RaymondCrotty:LivestockMarketingin
WestMalaysia.
K.良.Ellinger:AgriculturalMarketing
andAgriculturalDevelopment.
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Selamgor州 TanjongKarang

地域の開拓村

8日(水)には,Mokhzani講師に案内され,

大学のマイクロバスで TanjongKarang地

域の稲作農村を見学した｡

TanjongKarang(KualaSelangor&Sa-

bakBernam Districts)は,クアラルンプー

ル北西約40マイルの濃概稲作地帯で,Selan-

gor州の全稲作面積 54,000エーカー のうち

90%がこの地域にある｡ もともと沼沢地帯で

あったが,1936年から計画的に開発され,悼

に第二次大戦後,稲作のモデル地域として,

漕献,道路などが整備された.1961年からは

二期作も可能となり,65年には全農家の64%

が二期作を行なった｡

この地域に入植した農民は, 1戸あたり3

エーカーの水田と, 1エーカーの住宅用地を

与えられた｡はじめのうちはこれでは生活に

不十分であるという不満があったが,稲の収

量はしだいに増加し,最近の最高収量 (籾)

は, 800gantang/ェ-カー (玄米に換算 して

約 4t/haすなわち約 2.67石/戻) にもなっ

たといわれる｡

ここには民族別にいくつかのコミュニティ

が存在する｡マレー人(ほとんどがジャワ系)

地域およびインド人地域では,家屋はそれぞ

れの耕作地のそばに分散している｡中国人地

域は,共産ゲ リラ活動の激 しかった時期(1948

-60)に 1カ所に集中させ られたため集村形

態をとっている｡これらの三つのコミュニテ

ィはそれぞれの民族性を反映しているので,

比較研究に好適であり,1961年からマラヤ大

学経済経営学部の学生の調査実習地となって

いる｡Mokhzani講師によればマレー人農民

の定着性が悪 く,また収量の点で も中国人の

ほうが高いという｡

われわれが調査してきた Kedah州の場合

と比較すると,農業組合活動が 活発で , FA
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MAの監督指導 も行きとどいているように思

われた｡

Melakaへの fieldtrip

9日(木),Mokhzani講師の案内により,大

学のマイクロバスで,午前 8時にクアラル ン

プ- ルを発って,約80マイル西南の Melaka

へむかった｡

11時30分に 州 政 庁 に到着し,まず State

AgriculturalO氏cerの TalibbinMajid氏

に会い,われわれの計画を説明して協力を求

めた｡討議の結果,調査地には CentralDis-

trictが 適 当 と考 え られ たので,District

Ofncerにも会おうとしたが不在であった.

Melakaは,マラヤ西北部の Kedah,東北

部の Kelantanや西部の Perak に比べると,

稲作の 重 要 性は ずっと低い｡全 耕 地 面 積

276,600エーカーのうち,83.3% がゴム図,

7.6% が稲作地,4.2% がココナツ,4.9%が

その他である｡州内の稲作地は全マラヤのそ

れの2,7%にすぎない｡

州内における農家14,200戸のうち63%は,

生計のために稲作以外の収入を必要としてい

る｡特に北部と南部では 1戸あたりの平均耕

作面積は1.32エーカーにすぎず,稲作は自家

消費を目的としている｡CentralMelakaで

は比較的水田が多 く,平均耕作面積は3.3エ

ーカーである｡1965-66年における州全体の

平均収量は, 364gantang/エーカー であっ

たが,地域的にみると CentralMelakaで高

く,北部,南部ではイ酎 ､｡州の米の自給率は

18%であるといわれる｡

Melakaにおいては古 くから稲作が行なわ

れ,技術的には進んでいるといわれている｡

しかし水田の土壌は良好でなく,雨量も少な

く,潅概も十分に整備されていない｡水田の

区画 も非常に小さい｡

CentralMelakaでは二期作のできる地域

が4カ所あるが,他は一期作地帯である｡後
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者は,濯翫地域と天水田地域に分かれる｡

以上の 情 朝日こもとづいて,まず Central

Melaka西部の一期作地の漆翫地域 (Klehang

Besar)と天水田地域 (BukitRambai,Tan-

jongKeling,TanggaBatu)をまわってみた｡

この地域は,近 くに英軍キャンプがあり,都

市化が進み,マラッカー市の近郊村的な性格が

強い｡また村の内に多 くの申国人が住み,マ

レー人農村をj:.とした適当な農村は見当たら

なかった｡次に,東部の天水田地域の Kan-

dang,TelokMas,Pernu,Uml⊃aiをまわっ

た｡これ らの 地 域に ある Kampong Parit

Keling,KampongBukitKecllH,KalllpOng

BukitMetaなどが調査地として適当なよう

に思われた.なかでも KampongBukitMeta

付近が適当と思われた｡時間的な制約 もあっ

て,詳しい情事鋸まえられなかったが,いちお

うこの村を第 1候補地とし,この地域で調査

を拒当する予定の前田が,後 日よく適否を検

討することになった｡

Kedah^の fieldtrip

llR(土)午前 7時30分,例のマイクロバス

で,Perlis州HJl身の Mokhzani講師 とその

家族とともに,北-約 225マイルの Kedah州

AlorSetarにむかってHlJ発 した｡

AlorSetarに到着 したのは夕方の6時であ

ったが,直ちに第 1次調査計画の調査地であ

り,今回再調査を予定 している AlorJang-

gusにむかった｡新 しく開通 した道路沿いに

は, 3年前に予想したとおり,多 くの中国人

商店が建てられていた｡調査の主対象であっ

た PadangLalang村には,AlorSetarかL-l'

水道がひかれ,村の中央のモスクも全 く新 し

い 近イ加勺な建物にかわっていた｡住民にもか

なりの移動があるように思われる｡

前回の調査で世話になった区長(penghulu

をまず, 訪問 した｡ 区長は われわれ 一一行を

気持よく歓迎 して くれた｡彼は,新 しいモス
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クも水道 も,来年 5月に行なわれる総選挙の

ためだとこともなげに語 っていた｡われわれ

の食事その他の世話を して くれた Saad と

Rokiah夫婦C/_j家 も訪れた｡調査助手をして

くれた Harun 青年や中国人商店経常君で親

しくしていた栴氏などにも会った｡誰もが,

われわれが再びこの地域の調査に来ることを

喜んでくれた｡

AlorSetara)町も以前に比 して 大きく変

わっていた｡設備の整った新 しいホテルが既

に二つも建て られ,さらに新しい銀行と他の
ホテルが建設申であった｡ 町 の車は,たまた

まこC/)f｣が VesakDay(仏陀二生誕 H) で,

中国人 ･タイ人 ら仏教徒の市 中行進が夜に入

って行なわれたせいもあって,活気にあふれ

ていた｡冷房のよくきいたホテルの中華食堂

には,以前の AlorSetarからは想像もでき

ない都用的な雰囲気があった｡AlorSetarが

このように変わった0_)は,Muda川の漕潜計

(畔 ) のため,多 くの技師や労働者が来ている

ためであるといわれる｡

翌12H(H)は,Kedah州政庁の StateSe-

cretaryを訪問 した｡前回出講になった州総

理 (MentriBesar)Dato'SyedOmarSha-

habudinal-Haji氏は昨年他非され,現在の

総理は,SyedAhmad binMahamud Sha-

habudin氏である｡第 3暗 StateSecretary

:ま,前回終始 お世 話 に なった当時ujRota

Setar郡長 ShaaribillHajiMohd.Daud氏

であったC 同氏によれば,継続的な調査o)た

土/)には事務手続き_仁 連邦政府かマラヤ大学

からC/)手紙が欲 しいとU_〕ことであったo

新任の KotaSetar郡長は, 前 Yen郡長

U〕Mohd.Shariffbin Puteh 氏であるが,

2)Muda川は,Kedah州北東部J)タイ国境付近
からKedah州南部に流れる川である｡現在,
二t/-)上流にダムをつくユ),Kedah,Perlis両州
し)129,000エーカーに水を送り,二期作を~可能
にする計画が,1970年に完成の予定で行なわれ,
ていろ｡
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留守の ため 郡長補佐の Tungku Rijaludin

bin Tungku Mohd.氏に来訪の 目的を告げ

ておいた｡

州農業局長も,前 Kelantan州 農 業局長

Mohd.Tamiれbin Yeop 氏にかわっていた

が,クアラルンプールに出張申 であった｡局

長補佐の KhairibinHajiMohamed氏は,

われわれの調査計画に大きな関心を示 した｡

現在 Kedahでは,近 く実現される二期作の

体制を整えるために調査を行なっているが,

人材や時間の不足のため,集[1相勺な調査がで

きないので困るとのことである｡農業局では,

農業技術の改善は農民の社会経済的条件と密

接に関連 し,また農業経営の実態とも関連 し

ているので,この二つの問題を中心としたサ

ンプ リング調査を,AlorJanggusの近 くの

Kubang Sepatにおいて 行なって いるとい

うことである｡

一般人による調査としては,今年 2月まで

オース トラリアの大学院学生 RosemaryBra-

nett嬢が,Kedah南部で 文化人類学的調査

を行なったし,アジア経済研究所の堀井謙三

氏が,本年 6月から12月にかけて,KllHmで

村落調査を行なうとのことである｡

同日午後は農林省から派遣されている杉本

勝男氏に会い,いろいろ有益な話を伺った｡

夕方 AlorSetarを発って約 100マイル 南

下 し,KualaKangsarのレス ト-ウス に宿

泊した｡Mokhzani講師はそのまままっす ぐ

クアラルンプールに帰っていったo

FLDA による開拓地域 Gedangsah

13日早朝タクシーを駈 って,TanjongMa-

1im まで下り,クアラルンプールからマイク

ロバスで迎えにきてくれた Leo Fredericks

講師,大学院学生 WanLeongFee氏とおち

合い,FLDA による開発地の一つである Sel

langor州 Gedangsah地域の見学をした｡
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FLDA (FederalLandDevelopmentAu-

thority)は,1956年に土 地の 開発 ･入植計

画の調査実施を促進援助する政府機関として

設立された｡1961年から65年までに,マラヤ

において開拓された土 地の 大部分に あたる

145,000エーカー は,この機関により開拓さ

れたもので,そこに12,000世帯がおくり込ま

れている｡さらに 1970年までに 141,000エー

カーが開発される予定である.これらの資金

は世界銀行からの借款によっている｡

Gedangsah地域の開発は,1961年からはじ

まり,次のように進められている｡

開発 開 発 入 植
年度 面 積 世帯数

Phase1 1961 950エーカー 114

Phase2 1962 825エーカ- 112

Phase3 1963-5 1,450エーカー 22

(16j,9g)
Phase4 1968- 1,400エーカー

開発は,FLDA が請負業者に委託 し,業者

が入植者を雇用する方式で行なわれている｡

入植者には,最初の 3年間 FLDA から1戸

あたりM$69.60(約8,350円)を支給し,4

年めから自立できるように配慮されている｡

Phaselの場合には, 1戸あたり7エ-カ

ーのゴム園と1/4エ-カーの宅地を与え,コ

ムは今年 6月から採取できるようになってい

る｡しかし,ゴム園だけでは不十分なので,

さらに2エーカーの oilpalm と1エーカー

の果樹園用地を各戸に配分することになって

いる｡この6年半に FLDA が使った費用は,

1戸あたり M$15,590であった｡

入植家族の 選定基準は,(1)土地を 持たな

いこと,(2)3- 5名の家族員を有すること,

(3)他に仕事をもたないこと,である｡Phase

lにおける入植者は,マレ-人78家族,中国

人13家族,インド人23家族であった｡
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係官の話によると,抽選で与えられた土地

は,ただちに入植者の名儀となるので,指導

賃の忠告に従わず荒 らしてしまう場合もある

とのことであった｡

Kedahあたりの貧農に比べれば,開拓村は

かなりめ ぐまれているように思われた｡村に

は学校や組合経営の店があり,たんぱく質の

補給の ために 魚を 養殖 した池 も作 られてい

た｡

NationalOperationsRoom

14日(火)午前10時から,Mokhzani講師の

案内で,NationalOperationsRoom を訪問

した｡

連邦政府の開発計画の立案実施o_)ための主
要な組織は,政府の主要官吏から構成される

TheNationalDevelopmentPlanningCom-

mittee(NDPC)である｡NDPC は,内閣と

国会に提出される国家予算を精査する義務と

責任をもち,政府に開発計画やその問題点に

ついて忠告を与える｡NDPCの書記局にあた

るのが,総理府 (PrimeMinister's Deparト

ment)内の,EconomicPlanningUnit(EP

U)で,1961年に発足 している｡EPU は,経

済官僚や,国連,コロンボプラン,その他か

ら派遣される専門家などから構成され,開発

計画や政策の実施,外資に関する運営事務を

担当する｡NDPCの開発計画の実施状況に関

する情報を総合的に集めて,問題点を発見 し

対策をたてるのが,同年に発足 した National

OperationsRoom (NOR)である｡ここでは

マレーシアの全開発計画の進行状況が分かる

ようになっている｡NOR は,国家 村落 開発

省,防 衛 省 大 臣 を兼ねている TunAbdul

Razak bin Hussein 氏の副総理事務所に密

接なつながりを保っている｡同氏は,NORの

設置目的は,あくまでも官僚主義的セクショ
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ナリズムを打破 し,能率的に開発計画を進さ/)

るためのものであると書いている｡

NORでは,EPU の Principalassist.sec-

retary,S.T.Sundram 氏, 国家村落開発省

の deputysecretary,Ahmad Rahim 氏,

およこごAssist.secretary,AhmadbinHaji

Omar氏に会うことができた｡ 3氏の謡によ

ると,マーシアの第 1次 5カ年計画 (1966-

70)の主目標は,percapitaincome(p.C.i.)

をあげることにある｡この国の主要収入源は,

ゴムと錫で あるが,これらは 現 在 ujp.C.i.

を維持するのにも十分でない｡ゴムに関して

は合理化によりコス トを下げ,またTl7]質の向

上に力を注いでいる｡錫は埋蔵量が問題で,

目下 Melaka州沖での採鉱, Perak州でC,)

鉱派調査を行なっている｡

従来,調査活動が十分でなかったC/)で,コ

ムに関しては,RubberResearchInstitute,

OilPalm については民間企業を通 じて調査

を行ない, 米に ついては, Butterworthの

RiceResearchStationが フィリピンにある

InternationalRiceResearchlnstituteと密

接な連絡をとりながら品種の改良や二期作に

ついての調査を進めている｡また,農業の調

査や extention に慨しては,連邦政府の機関

をつくるとのことである｡

マラヤ大学側との最終協議

牛前11時 に NORを去り,マラヤ大学で,

6日の会議における Aziz教授の提案に従 っ

て,次のような jointagreement を作成し,

マラヤにおける会合のしめくくりとした｡

この Agreementの作成によりマラヤ計両

の準備の主要な部分は終わった｡

なおできうるかぎりの準備をすすめ,本計

画実施の最終決定をまちたい｡
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"NoteofUnderstandingRegardingtheIntegratedResearch

ProjectonPadiFarmingCommunitiesinMalayaJointlySpon-

sored by the Faculty ofEconomics and Administration,

UniversityofMalaya and the CenterforSoutheastAsian

Studies,KyotoUniversity"

Asaresultsofdiscussionsbetween Representativesfrom Center forSoutheast

AsianStudies,KyotoUniversityand the Faculty ofEconomicsand Administration,

UniversityofMalaya,duringMay6-14,1968,thefollowingitemsofagreementhave

beenreached:-

1. ThattheintegratedresearchprojectonpadifarmingcommunitiesinMalayashall

bejointlyandseverallycarriedoutbyscholarsfrom eitherofthe two parties

duringthenextthreeyearsintheStatesofKedah,KelantanandMalaccaorany

otherstate.

2. Thattheobjectofthestudiesshallincludesociological,economic,technological

andotherrelatedaspectsofpadifarmingcommunities.

3. Towardstheachievementoftheproject,scholarswillcarry out丘eld studiesin

selectedcommunities.Inthecourseoftheir丘eldworktheinvestigatorsmay be

assistedbystaffandstudentsfrom theFacultyofEconomicsandAdministration.

4. 1tistheintentionoftheCenterforSoutheastAsianStudies,KyotoUniversity,to

invitetheFacultyofEconomicsandAdministrationtoselectasuitable graduate

from theFacultyandtotrainhim in the specialtechnique offarm accounting

developedbytheexpertsinKyotoUniversity.Foritspart,KyotoUniversitywill

providereturnpassagesbetweenKualaLllmpurandKyotoandsu魚cientexpenses

forthetraineetoremaininKyotoforaperiodofsixmonths.Duringtheperiod

thetraineeisinKyotoheshallbefullyresponsibletoa designated memberof

staffoftheCenterforSoutheastAsianStudies.Onhisreturn itwillbeunder-

Stoodthatthetrainedpersonshallbedirectlyinvolvedincollectingfarm acco11nt-

ingdataasdeterminedforthisproject.

5. Itisllnderstoodthatstudentsfrom theFacultyofEconomicsand Administration

shallbegivenanopportunitytoparticipateinfieldwork inconnectionwith the

aboveprojectandintheir丘eldworktheyshallbeguidedby and beresponsible

to the designated research workerintheselected area. Thenumberofsuch

studentstobeinvolvedandtheperiodoffieldworkshallbedeterminedbymutual

agreementbetweenthepartiesconcerned.Allexpensesinvolvingtransport,subsi-

stence,etc.forsuchstudentsshallbeborneby the Faculty ofEconomicsand

AdministratioT1.

6. Researchworkersfrom KyotoUniversityassociatedwiththisprojectwillbegiven
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thestatusof R̀esearchAssociate'intheFacultyofEconomicsandAdministration

andtheywillenjoyspec沌edprivileges. TheDeanofthe Faculty ofEconomics

andAdministrationundertakestoassistallsuchResearchAssociatestoobtainthe

properimmigrationandotherfacilitiestoenablethem to carry ollttheir work

accordingtotheplanoftheproject.

7. Alldataobtainedintheimplementationofthisprojectshaロ be freely available

tobothpartiessubjecttotherequirementthatifanydata iscopied,One party

shannotusethedataatatimeinconvenienttotheotherparty.

8. Thisagreementshallbeeffectiveafterit

SoutheastAsianStudies,Kvoto University

Administration,UniversityofMalaya.

調 査 予 定 地

マラヤ大学における会議終了後, 5月16日

か ら1週間,坪内は Kelantan州にお もむき,

Assist.State Secretary,Tengku Adlins

氏.PasirMas郡の郡長,TengkuAbdulRa-

him 氏等の助力をえて.調査地選定を試みた｡

また,坪内,前 田は,24日か ら3日間,再び

Melaka州をおとずれ,CentralDistrictの

郡長,MohomedSaufibinAbdullah氏の協

力をえて,調査地の確定を試みた｡

以上の結果,マラヤにおける調査予定地と

して,次の三つのコ ミュニテ ィをとりあげる

ことが内定 した｡

1. Kedah州

(1) 集落 名 KampongPadangLalang

(2) 行政上 の所属 Mukim Padang La-

1ang,DaerahRotaSetar

(3) 位 置'-. AlorSetarから北西5マ イ ル

(4) 集落の形態 運河沿いに散在

(5) 世 帯 数 約200戸

(6) 主な生業 水稲 (単作)

(7) 年活条件 電気-部分的に供給 されて

い る

水-水道がひかれている

2. Kelantan州

(1) 集落名 KampongGalok

hasbeen accepted bv the Centerfor

and bvtheFacultyofEconomicsand

(2) 行政上の所属 DaerahChetok,Jaja-

hanPasirMas

(3) 位 TTFf PasirMasと TanahMerah

の中 間,PasirMasから9

マ イ ル

(4) 集落の形態 道路沿いに散在

(5) 世 帯 数 約100戸

(6) 主な年業 水稲 (単作),ゴム栽培 (耕

作面積の約10%),煙 草 栽

培 (最近導入)

(7) 生活条件 電気-な し

水･･･井戸あ り

3. Melaka州

(1) 集 落 名 KampongBukitPegohおよ

コ KampongBukitMeta

(2) 行政上の所属 Mukim Telok Mas,

DaerahMelakaTengah

(3) 柿 :rTliT.'I MelakaTown南東 7マ イ ル

(4) 集落の形態 水 間にかこまれた集村

(5) 1折昔数 KampongBukitPegoh

約80戸

KampongBukitMeta

約60戸

(6) 主な生業 水稲 (里作),ゴム栽培若干

(7) 生活 条件 電気-な し

水-･井戸あり
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